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社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

平成２８年度  第１回 理事会議事録 

 

１ 開催年月日  平成２８年５月２７日（金） 

午後１時３５分～午後３時０５分 

２ 開催場所   精華町地域福祉センター 

かしのき苑 ２階 会議室Ｄ・Ｅ 

３ 理事総数   １５名 

４ 出席者氏名  (１３名) 

  理事  森 修美 早樫一男 岩前良幸 田中智美 中西邦洋  

稲田裕康 山本正來 長谷川 悟 石崎照代 青木 透  

中畔秀昭 村瀬由美子 福味加世子 

  監事  島中秀司 浦田善之 

５ 欠席者氏名  中川茂成 青木勘治 

６ 議事の経過要領及び議案議決の結果 

 

日程番号１ 議長の互選について 

 定刻に至り、定款第１１条第４項の規定により議長に村瀬由美子理事が

選任され、議長は定款第１１条第５項に定める定足数を満たしていること

を確認した。 

 

日程番号２ 議事録署名人の選任について 

定款第１１条第８項の規定により議事録署名人に石崎照代・中西邦洋両

理事を指名し、議案の審議に入った。 

 

議  長  続きまして日程番号３。第１号議案、辞任に伴う後任評議員の選 

任についてに入らせていただきます。事務局から提案願います。 

事務局長  はい、議長。第１号議案、辞任に伴う後任評議員の選任について。

社会福祉法人精華町社会福祉協議会定款第１６条第１項及び社会

福祉法人精華町社会福祉協議会理事・評議員選出等の規程第３条
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の規定に基づき、別紙のとおり提案します。提案理由といたしま

しては、前任者の辞任に伴い、当該自治会長から後任地区福祉推

進委員の推薦書が提出されたためのものでございます。平成２８

年５月２７日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長 長谷

川悟。２ページ目をご覧いただきたいと思います。別紙といたし

まして、お二人のお名前を掲載した名簿をご用意させていただい

ております。朗読させていただきます。順不同・敬称略でござい

ます。番号１。選出区分、地区福祉推進委員。変更後、渡辺良雄。

変更前、神田清司。備考、精北小学校区（舟自治会）から選出。

番号２。選出区分、地区福祉推進委員。変更後、徳光秀則。変更

前、田島寛之。備考、精華台小学校区（精華台五丁目自治会）か

ら選出でございます。任期につきましては、委嘱日から平成２９

年１０月２１日。前任者の残任期間とさせていただきたいと思っ

ております。以上、第１号議案といたしましてご提案をさせてい

ただきたいと思いますので、ご承認賜りますようよろしくお願い

を申し上げます。 

議  長  ただいま事務局から説明を受けましたが、質疑がございましたら

挙手にてお願いいたします。 

ご意見がなければ採決したいと思います。第１号議案について、

賛成の方は挙手願います。 

理  事  （全員挙手） 

議  長  全会一致により、可決承認します。続きまして日程番号４。第２

号議案、平成２７年度事業報告（案）についてに入らせていただ

きます。事務局から提案願います。 

事務局長  はい、議長。第２号議案、平成２７年度事業報告（案）について。

社会福祉法人精華町社会福祉協議会平成２７年度事業報告（案）

について、別紙のとおり提案します。提案理由といたしましては、

定款第１５条第１項第１号に基づいて、平成２７年度事業報告

（案）を提案したいためのものでございます。平成２８年５月２

７日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長 長谷川悟。そ

れでは、平成２７年度の事業報告（案）と書かれましたホチキス

止の資料をご覧いただきたいと思います。表紙を１枚めくってい
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ただきますと、右側のページに目次をご用意させていただいてお

ります。こちらにつきましては例年どおり、ローマ数字でⅠから

Ⅶまで大きく区分を括らせていただいておりまして、区分ごとに

各事業の実績を報告させていただいているところでございます。

更に１枚めくっていただきますと、左側のページにローマ数字Ⅰ、

総括ということで、前年度全体を総括するということで１ページ

にまとめさせていただいておりますので、まず全体傾向というこ

とから、こちらのほうを朗読させていただきたいと思います。Ⅰ．

総括。地域福祉の推進主体である本会は、多様化する福祉課題に

柔軟に対応しながら、本会の基本理念である『地域で共に助けあ

い 支えあうまちづくり』の実現を目ざして、各種事業に取り組み

ました。法人運営の部門においては、各種事業を実施するうえで

必須となる専門職の確保が困難な状況を迎えているなかで、平成

２７年度は、地域人づくり事業（雇用拡大プロセス）を受けて、

専門職の育成及び定着化を図りました。また、介護職員処遇改善

加算を有効に活用し、事業者として介護従事者等の処遇改善に取

り組み、働きがいと魅力のある職場を目ざしました。平成２７年

度は、デイサービスセンター設立１０周年の節目の年度であった

ため、記念感謝祭を行いました。こちらにつきましては、後ほど

５ページ辺りに触れておりますので、詳細についてご報告申し上

げたいと思います。次に、地域福祉・ボランティア活動の部門に

おいては、福祉活動を推進するための主財源となる社協会員の募

集に力を注いだことにより、会費収入は４年連続の増加となりま

した。こちらにつきましては、６ページ辺りで触れております。

小地域福祉委員会活動では、合計１８か所の地域で取り組みが進

められており、モデル地区の活動を側面的に支援するとともに、

「第４回きょうと地域福祉活動実践交流会 in 舞鶴」並びに「せい

か見守りフォーラム」を研修として位置付けて活動実践者に参加

を呼びかけました。こちら８ページ辺りに記載させていただいて

おります。平成２７年度は、新たに居場所づくり支援事業を実施

したことにより、経済的困窮や障がい、育児などの理由により社

会的孤立を感じている方々との接点を見い出すことができました。
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こちらの事業は１０ページに触れております。また、地域福祉活

動ライブラリーを作成したことにより、地域の福祉活動や社協の

取り組みが映像化され、“見える化”や“見せる化”の意識が高ま

りました。こちらの取り組みは１１ページに掲載しております。

次に、高齢者等支援事業の部門では、支援困難事例や高齢者虐待

が疑われる事例の相談が実質的に増加しています。虐待について

は、ほとんどの事例が認知症に起因しており、認知症の方を支援

する体制はもちろんですが、同居する家族を支援する体制につい

ても並行して充実させる必要性を痛感しています。このような相

談については、解決に至るまで相当の時間を要しますが、１つひ

とつ丁寧に対応することを心がけました。介護者リフレッシュ事

業については、参加者数が減少傾向ですが、介護者の情報交換の

場であるとともに、虐待予防にも効果があると考えられるため、

今後は啓発方法を工夫し、より多くの介護者に参加していただけ

るよう内容を検討します。こちらの事業につきましては１２ペー

ジに掲載させていただいております。次に、介護保険事業等の部

門では、例年どおり、介護保険事業及び障害者居宅介護事業を実

施しました。居宅介護支援事業並びに通所介護事業については、

前年度比プラス２％からプラス４％の実績となりましたが、一方

で訪問介護事業並びに認知症型通所介護等事業については、前年

度比マイナス１０％からマイナス１７％という実績でした。制度

改正及び報酬改定により、事業運営はさらに厳しい状況であるた

め、積極的な啓発に努め、各種事業の稼働率アップを目ざします。

介護予防事業については、平成２９年度から始まる改正介護保険

制度（新総合事業）に対応できるよう、今後も柔軟な対応を心が

けます。こちら介護保険等事業につきましては、１５ページ以降

に掲載させていただいております。以上が全体の傾向ということ

で、総括としてまとめさせていただいているものでございます。

２ページ以降につきましては、新規の事業であったり重点事業を

中心に、掻い摘みながらご説明をさせていただきたいと思います

のでご了承をいただきたいと思います。まず、少し飛びまして５

ページをご覧いただきたいと思います。上のほうにございますが
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１４番といたしまして、デイサービスセンター１０周年記念感謝

祭の実施です。新規の扱いでございます。平成２７年５月にデイ

サービスセンター開設１０周年を迎えたことから、日ごろからご

利用いただいている方々に感謝の気持ちを伝えるとともに、地域

に根ざした福祉の拠点として広く住民の方に知っていただくこと

を目的として、１０周年記念感謝祭を開催いたしました。当日の

参加者数は２３０名でございました。次に、ローマ数字Ⅲの、地

域福祉の推進でございますが、２番目の会員募集及び会費の納入

依頼という所をご覧いただきたいと思います。例年どおり実施を

させていただいたわけでございますが、取り分け、役員の皆さま

方には法人会員の勧誘にご協力を賜りまして、６ページの上段に

は過去３年間の実績をまとめさせていただいておりますが、見て

いただいてわかりますように、平成２７年度の中では法人会員数

８９社、法人会員の口数５７０口というのは過去、その前２年と

比較いたしましても増加しておりますが、実は社会福祉協議会の

歴史の中でも過去最高という実績を遂げることができました。こ

の場をお借りいたしまして、役員の皆さま方に改めて感謝を申し

上げる次第でございます。今後につきましても普通会員、賛助会

員、法人会員の区分ごとに、役職員が一丸となって地域の皆さま

方から信頼を得られるように取り組みを進めていきたいというふ

うに考えておりますので、引き続きましてご協力を賜りますよう

よろしくお願いを申し上げます。次に、８ページをご覧いただき

たいと思います。７番目の、ふれあいサポート事業でございます。

重点事業として位置付けをさせていただきました。少し説明の所

を朗読させていただきます。公的な福祉サービスの利用等が困難

な方に対する援助の仕組みとして、会員制度による住民相互の助

けあいによる援助活動を実施しました。援助する側（協力会員）

と援助を受ける側（利用会員）の双方が会員として登録し、利用

会員の申し出に基づき、本会において様々な支援活動の需給調整

を行いました。今年度は、重点事業として特に協力会員を募集し

た結果、大幅に増加しました。引き続き協力会員のスキルアップ

研修を実施し、利用ニーズを調査の上、サービス提供日時の拡大



 - 6 - 

を検討したいと思っております。主な活動内容といたしましては、

買い物の付添い。これは高齢者からのご依頼が多い訳でございま

すが、買い物の時の付添い。また、通院の際の介助、家事援助、

保育所や学童保育等への送迎というようなご依頼をいただいてい

るところでございます。過去３年間の利用実績などを掲げており

ますが、一番下、活動時間数という所で見てみますと、今まで毎

日のようにご利用いただいていた方お一人が転出されたという理

由から、実績につきましては例年より下がっている訳でございま

すが、上から２段目の所。協力会員数という所を、特に前年度は

重点的に取り組みをした訳でございますが、その前、過去２年が

１２名という協力会員数であったものが、２１名。倍増とまでは

いきませんが、大幅に増加したという実績を遂げることができま

した。次に、１０ページをご覧いただきたいと思います。一番下、

１７番でございますが、居場所づくり支援事業です。新規事業で、

且つ重点事業でございます。朗読いたします。少子高齢化の進展

や家族形態の多様化、コミュニティ機能の低下が進む中、公的な

制度だけでは解決できない様々な社会問題が発生しています。生

きづらさや暮らしづらさ、社会的孤立を感じている人を支援する

取り組みとして、居場所づくり支援事業を実施しました。２つの

方法で取り組みをしておりまして、まず１点目が、①絆カフェの

実施でございます。これは町社協が直接実施主体となって運営を

するものでございまして、１１ページに移りますが、経済的困窮

や引きこもり、虐待、権利侵害、不登校、離職、障がい、育児な

どの理由により社会的孤立を感じている方や要援護高齢者等を対

象として、平成２７年７月から毎月１回、第３火曜日に、デイサ

ービスセンターにおいて絆カフェを実施しました。参加者数でご

ざいますが、２８６名という実績でございまして、これを９か月

で割り戻しますと、平均して毎回３１.７名あたりのご参加という

ことになっております。それからこの事業のもう１つの方法でご

ざいますが、②といたしまして、居場所づくり活動の立ち上げ支

援を挙げております。これは、社会福祉協議会ではなく他の事業

所などが実施される居場所づくり事業。これを側面的に支援する
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という取り組みでございますが、まちの福祉サポート店や住民有

志に居場所づくり活動を呼びかける運動をおこないました。会議

を開催しておりまして、「精華町の居場所を考える会議」を開催さ

せていただきました。当日は２３名。関係者、興味のある方にご

参加をいただいております。実績でございますが、残念ながら２

７年度末時点の実績といたしましては、０か所という結果でござ

いました。今後につきましては、特にボランティアとして有志で

活動したいというお申し出が複数いただいているところでござい

ますので、活動場所であったり、運営資金。そういったところを、

社会福祉協議会がいろんな情報を活用いたしまして、そういった

活動を後方支援できるように取り組みを進めていきたいと考えて

おりますので、今年度中には１か所、または２か所以上のこうい

った活動場所が出てくるのではないかと考えているところでござ

います。次に１８番目、せいか地域福祉活動ライブラリーです。

新規で、且つ重点事業でございます。地域で実践されている福祉

活動や本会の取り組みを知っていただくために、活動を動画編集

し、ホームページから閲覧していただける仕組みを作成しました。

また、これらの活動は、本会各課の窓口でも放映しています。今

後は、さらに地域の福祉活動を撮影し、順次、ホームページにア

ップロードしていきたいと思っております。２７年度末の登録作

品数でございますが、９作品となっております。次に、１５ペー

ジをご覧いただきたいと思います。こちらはローマ数字Ⅶの、介

護保険事業・障害者居宅介護事業等という所になっておりますが、

１５ページのほうには４つの事業を掲載させていただいておりま

す。取分け４番目、指定通常規模型通所介護事業及び、１６ペー

ジに移りまして一番上、５番目の指定認知症型通所介護等事業に

つきましては、重点事業という位置付けをして取り組んだところ

でございます。１６ページの一番下には、各事業の実績を一括し

て掲載させていただいているところでございますが、重点事業の

部分でご説明を申し上げますと、４番目の通常規模型通所介護に

つきましては、平成２７年度は実利用者数が８８名。のべ利用回

数は 6,670 回ということで、回数で比較をいたしますと前年度比
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１０４％ということで増加した一方、５番目の認知症型通所介護

等事業につきましては、実利用者数が２０名。のべ利用者数が

1,832 回ということで、前年度比較で申しますと８２％ということ

で、この事業につきましては大幅に利用実績を下げているという

結果に終わっております。今後も介護保険事業につきましては、

制度改正や報酬改定があった中ではございますが、引き続き、利

用している方々に喜んでいただけるように。また、安心してご利

用いただけるように内容を充実させていきたいと。その結果、稼

働率向上に繋げていきたいというふうに考えておりますので、今

後につきましても重点的に、この取り組みを進めていきたいと考

えているところでございます。以上、時間の関係でポイント、ポ

イントを絞ってのご説明となっておりますが、どうか平成２７年

度事業報告案についてご承認を賜りますよう、よろしくお願いを

申し上げます。 

議  長  ただいま事務局から説明を受けましたが、次の第３号議案、平成

２７年度収支決算案につきましても、この事業報告案と関連する

部分が多いと思いますので、先に第３号議案について提案いただ

きまして、後ほど一括で質疑の時間を取らせていただきたいと思

います。なお、採決につきましてはそれぞれに諮らせていただき

ますので、ご了承をお願いします。 

日程番号５。第３号議案、平成２７年度収支決算（案）について、

事務局から提案願います。 

事務局長  はい、議長。第３号議案、平成２７年度収支決算（案）について。

社会福祉法人精華町社会福祉協議会平成２７年度収支決算（案）

について、別紙のとおり提案します。提案理由といたしましては、

定款第１５条第１項第１号に基づいて、平成２７年度収支決算

（案）を提案したいためのものでございます。平成２８年５月２

７日提出。社会福祉法人精華町社会福祉協議会会長 長谷川悟。本

日、収支決算書（案）と書かれましたホチキス止めの資料と、１

枚物で、平成２７年度収支決算（案）の傾向についてという資料

とを一緒に送付させていただいたかと思います。まずは全体の傾

向をご説明したいと思いますので、平成２７年度収支決算（案）
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の傾向についてという１枚物の資料からご覧いただきたいと思い

ます。こちら金額につきましては、全て千円止めとさせていただ

いております。まず１番目、収支の状況でございますが、大きく

６つの区分にわけて掲載させていただいております。まず（１）

事業活動による収支ということで、通常はほとんどが、この事業

活動というところで収支をしていくものでございます。その収入

の部でございますが、決算額で朗読させていただきます。収入の

部、231,195 千円。支出、217,313 千円。収支差額プラス 13,882

千円。備考でございますが、収入のほうでございますが、利用者

減少に伴う事業収入の減額ということから、当初予算を下回って

いるというものでございます。次に支出の備考でございますが、

支出削減額 13,327 千円。これは予算対比でございますが、うち人

件費が 5,430 千円ということで、先ほど事業報告の中でも総括で

触れましたように専門職の確保が特に難しい状況となってきてお

りまして、募集はしても応募が無いという職種も一部はございま

して、欠員状態が続いたことから人件費のほうが浮いたというと

ころもございました。次に、（２）施設整備等による収支でござい

ます。収入の部といたしまして、決算で 3,000 千円。支出といた

しまして 10,216 千円。備考にございますように特殊浴槽２基を導

入しましたので、その２基の設置費が 10,216 千円ということでご

ざいます。こちらの差額につきましては、決算額でマイナス 7,216

千円となっております。次に（３）その他の活動による収支でご

ざいます。収入、117,520 千円。こちらは、備考にございますよう

に財政調整基金の取崩収入でございます。対しまして支出といた

しまして、決算額が 182,807 千円。内訳で申しますと、財政調整

基金として 50,000 千円。デイサービスセンター積立金としまして

128,453 千円。退職積立として 4,353 千円となっております。この

収支差額につきましては、マイナス 65,287 千円という結果となっ

ております。それから、（４）が当期資金収支差額ということで、

いまご説明申し上げました（１）から（３）までの単純差引きと

いうことでございますが、こちらのほうは決算額でマイナス

58,621 千円となっております。単年度の収支差額を表しているも
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のでございます。（５）は前期末支払資金残高ということで、平成

２６年度末の資金残高を表しておりますが、決算額 184,777 千円

でございます。最後に（６）といたしまして、当期末支払資金残

高。これが累積の、平成２７年度末の支払資金残高を表しており

ますが、決算額は 126,156 千円となっております。次に２番目の

説明でございますが、法人全体の平成２７年度収支差額は、マイ

ナス58,621千円という結果でございました。大きな要因としては、

既設の財政調整基金。当時、117,520 千円を保有しておりましたが、

これの保有目的がデイサービスセンター積立金であったため、そ

の全額をデイサービスセンター積立資産として移行し、新たに財

政調整基金（50,000 千円）を積み立てたことが挙げられます。こ

れによりまして、単年度の実質的収支差額は、先ほどのマイナス

58,621 千円から財政調整基金 50,000 千円。これは支出というより

かは積み立てたということでございますので、実質的な収支差額

はマイナス 8,621 千円というふうに言い換えられると考えており

ます。平成２７年度は特殊浴槽２基を設備投資したため、例外的

に 7,216 千円を支出しております。計算式といたしましては、設

備投資にかかった費用が 10,216 千円。これに、国庫補助を受けて

おりますので、3,000 千円差し引きいたしました額が 7,216 千円と

いうことになる訳でございますが、これらの要因を全て踏まえま

すと、平成２７年度の実質的な収支差額はマイナス 1,405 千円と

いうふうに言い換えることができると考えております。３．決算

状況から見える課題。基幹的収入である介護報酬の改定（引き下

げ）初年度に、実質マイナス 1,405 千円という収支結果は、年度

当初の見込みから大幅に改善できたと考えられますが、利用者数

減少により当初見込みの収入を下回る結果となりました。一方、

支出面においては、介護職員等。特に非常勤でございますが、に

常時欠員が生じたため、人件費が当初見込みを大きく下回る結果

となりました。人員については、以前から配置基準を上回る配置

をしていたため、ただちに欠格事項に該当することはございませ

んが、このような流れが継続しますと、やがて事業を維持するこ

とができない事態に陥ることが予想されております。こういった
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全体傾向ということで、まずご理解を賜りたいというふうに考え

ております。次に、収支決算書案のホチキス止めの資料をご覧い

ただきたいと思いますが、非常にボリュームのある資料でござい

ますので、資料のポイント、ポイントをまたご説明させていただ

きたいと思っております。まず１枚お開きいただきますと、左側

に目次をご用意しております。右側のページが、上段が、社会福

祉事業拠点の資金収支一覧となっております。下段のほうが、公

益事業拠点に関します収支一覧ということになっております。先

ほど全体傾向をご説明いたしましたが、これを合算したものが、

先ほど最初に説明した資料ということになっております。更に１

枚おめくりいただきますと、見にくくて恐縮ですが、横向きにご

用意させていただいております。上段のほうが、社会福祉事業拠

点区分としまして更に９つのサービス区分にわかれておりますの

で、そのサービス区分ごとの収支状況を表した資料となっており

ます。下段のほうは、公益事業拠点区分の３つのサービス区分が

ございますので、そのサービス区分に収支状況が見られるという

資料になっております。順番に収支結果をご報告したいと思いま

すが、まず、上段の社会福祉事業拠点区分のサービス区分１．法

人運営サービス区分です。一番右端に収支差とございますが、こ

れがサービス区分ごとの収支結果というものでございまして、こ

ちらのほうはプラスの 6,803,484 円という結果でした。２つ目、

生活福祉資金貸付事務サービス区分につきましては、収支差はマ

イナス 1,298,961 円という結果でした。３つ目、福祉サービス利

用援助事業サービス区分につきましては、収支差はマイナス

2,932,377 円という結果でした。４番目、共同募金配分事業サービ

ス区分につきましては、収支差０円でございました。５番目、訪

問介護事業サービス区分につきましては、収支差はプラスの

3,478,374 円という結果でした。６番目、居宅介護等事業。こちら

は、障害者のホームヘルプサービスの区分となっておりますが、

このサービス区分につきましては収支差、マイナス 128,419 円と

いう結果でした。７番目、老人デイサービス事業サービス区分の

収支差は、マイナス 63,700,724 円という結果でした。当然ながら
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この中に、先ほど申し上げました財政調整基金として積み立てま

した 50,000 千円と、特殊浴槽 10,216 千円は、この中に含まれて

おります。次に８番目、ボランティア基金サービス区分でござい

ますが、収支差はマイナス 174,210 円という結果でした。９番目、

施設管理運営サービス区分ですが、こちらは収支差、プラスの

1,082,298 円という結果でした。この、施設というのは、隣のデイ

サービスセンターを指しております。それから下段の公益事業拠

点区分のほうですけれども、１つ目のサービス区分が、高齢者の

生活支援事業サービス区分です。こちらは、精華町から委託を受

けて実施をしております、高齢者のサービスにかかる経費をまと

めているサービス区分となっておりますが、右端でございますが、

プラスの 128,393 円という結果でした。２つ目、居宅介護支援事

業サービス区分。こちらはケアマネジャーの区分でございます。

こちらは、マイナスの 1,415,413 円という結果でした。最後にな

りますが、３つ目が地域包括支援センターサービス区分です。こ

ちらのほうは、マイナスの 464,214 円という結果でした。当然な

がら、この収支差の縦を合計していただきますと、先ほどの全体

と一致するという結果になります。次に、ここからが、ページ番

号でいいますと１ページということになりますが、ここから１１

ページまでが法人全体の資金収支計算書。いわゆる明細書と呼ば

れるものでございます。１１ページまでとなっております。それ

から、１２ページからでございますが、ここから４０ページまで

が社会福祉事業の拠点区分の明細書となっております。それから、

４１ページから５５ページまででございますが、こちらのほうが

公益事業拠点区分の資金収支計算書の明細書となっております。

それから、５６ページでございますが、こちらに法人全体の財産

目録をご用意させていただいております。こちら、まず資産の部

といたしまして科目の１．流動資産の合計でございますが、

134,723,343 円となっております。内訳につきましては、摘要に記

載のとおりでございます。次に、科目の２．固定資産といたしま

して、大きくわけますと基本財産と、その他の固定資産にわかれ

る訳でございますが、ローマ数字Ⅰ．基本財産といたしましては、
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定期預金で 1,000,000 円。建物の残存価格ということで、

180,493,426 円となっております。Ⅱ．その他の固定資産といたし

ましては、車両運搬具 3円。器具及び備品が 10,819,413 円。積立

預金といたしまして、ボランティア基金が 51,365,911 円。財政調

整基金が 50,000,000 円。デイサービスセンター積立金が、

128,453,967 円となっております。内訳につきましては摘要のとお

りでございます。対しまして負債の部でございますが、科目３．

流動負債という所でございます。年度末時点でございますので、

事業未払金が発生しております。1,149,223 円。その他の未払金と

して 7,132,861 円。預り金といたしまして、285,073 円。負債の合

計は 8,567,157 円となっております。差引正味財産といたしまし

て、一番下に掲載しておりますが、548,288,906 円という状況でご

ざいます。それから５７ページでございますが、固定資産の物品

明細を付けさせていただいております。これは、年度末時点で保

有しております固定資産のリストということになっておりまして、

この中にあります金額というのは、年度末の資産価値を表してい

るものでございます。平成２７年度中に新たに取得したのが、こ

の明細表の中の下から６つ目でございますが、シルフィード浴槽

（Ｌタイプ）と書かれたところ以下の６品名でございまして、高

さ調節式ストレッチャー、スライド式枕タイプ担架、ユニバス浴

槽、入浴用車イス、ハンドシャワーを、それぞれ１点から２点保

有しておりまして、右側に掲載している金額の資産価値というこ

とになっております。合計といたしましては、191,312,842 円とい

う固定資産の評価額でございます。１点訂正がございますので、

誠に恐縮ですが前から２ページ目のところをご覧いただきたいと

思います。こちら、サービス区分ごとに表示をさせていただきま

した横向きの資料の所でございますが、上段の社会福祉事業拠点

区分の、サービス区分の番号に誤りがございまして、上から１、

２、３、４、５、５というふうに、５番が重複しておりますが、

５、６、７、８、９ということで訂正をお願いしたいと思います。

大変失礼いたしました。以上が、平成２７年度の社会福祉事業拠

点区分並びに公益事業拠点区分の、法人全体の収支決算状況とい
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うことでございます。時間の関係で細部にわたってご説明ができ

ておりませんが、このあとご質問などお受けしたいと思っており

ますので、可決承認賜りますよう、よろしくお願いを申し上げま

す。 

議  長  ありがとうございました。ただいま事務局から説明を受けました

ので、本日出席いただいております浦田監事より、平成２７年度

事業報告及び収支決算案についての監査報告をご報告願います。 

浦田監事  監事、浦田でございます。監事監査報告書。お手元の資料のほう

に書いてると思います。それを朗読させていただきます。平成２

８年５月９日に、私と島中さんと２人寄って、監査をさせていた

だきました。社会福祉法人精華町社会福祉協議会。会長、長谷川 

悟様。平成２７年度、社会福祉法人精華町社会福祉協議会の事業

報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書につきましては、

関連する法令及び通知に従った監査の結果、規則に準拠し適正に

処理されているものと認めます。私、浦田善之と、島中秀司様で

すね。どうぞよろしくお願いします。 

議  長  ありがとうございました。ただいま監事及び事務局から報告を受

けましたが、第２号議案及び第３号議案について、質疑がござい

ましたら挙手にてお願をいたします。 

青木透理事 （挙手） 

議  長  どうぞ、青木理事。 

青木透理事 青木です。ちょっと教えて欲しいんやけどね。１１ページの居場

所づくりの関係で、②の居場所づくり活動の立ち上げ支援で、実

績としては０と。これは、例えば施設というか場所の確保ができ

ない、あるいは、人材が確保できないということなのか。そのへ

んちょっと、もう少し詳しい内容をお願いします。 

議  長  はい。事務局お願いします。 

事務局長  はい、ありがとうございます。こちら、事業報告書の中の１１ペ

ージ上段にございます、②居場所づくり活動の立ち上げ支援とい

うところの実績でございますが、０ということで、その理由でご

ざいますが、１つのグループにつきましては、場所の借用までは

土地、建物の所有者と話は概ねできているところでございますが、
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活動資金にかかる部分でまだ課題があるということで、もう少し

時間がかかりそうな状況でございます。もう１つにつきましては、

これは個人の方でございましたが、ご自分でボランティア活動を

したいと。居場所づくりというボランティア活動をしたいという

ことで、個人で中古の一軒家を購入されまして、その部分ではク

リアできているんですが、安定的に居場所づくりをサービス提供

するというか、ボランティア側ですね。スタッフがまだ集まって

いないということから、場所は保有しておられますが、担い手の

数が揃っていないということでスタートされていないというよう

な状況でございまして、その活動場所によって課題は少し違う訳

でございますが、どちらにしましても今年度中には、社協のほう

も積極的に支援をして、地域でこういった居場所がたくさんでき

ていくような、そんな町にしていきたいというふうに考えており

ますので、引き続きまた、役員の皆さま方も何か良い情報がござ

いましたら、事務局のほうまでご提供いただければと思っており

ます。以上です。 

青木透理事 わかりました。そしたらね、社会福祉協議会としては、どういう

支援を具体的に。内容として、どういうなん出てくるんですか。

資金的な面も含めて。 

事務局長  はい。まず、先ほど例示いたしました前者のほうでございますが、

活動資金が課題という場合は、なかなか社会福祉協議会からまと

まった金額を助成するというのは難しいんですが、多数の財団法

人などがそういった、いわゆるボランティア活動に助成事業を実

施しておられますので、社協ではそういう財団法人の助成事業が

流れてくる仕組みになっておりますので、使えそうな助成事業が

ありましたら、その方々にその情報をお届けさせていただいて申

請の手続きのお手伝いなどをさせていただきたいなと思っており

ます。それから、活動する仲間を募るという部分におきましては、

例えば社協だよりの中で、こういった活動に一緒に賛同していた

だける方。そういった記事を、募集として掲載させていただくと

か、そういう方法で社会福祉協議会なりにはご協力ができるので

はないかと考えております。 
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青木透理事 はい。非常に大変なことやと思うんですけどね。例えば、財団法

人のほうから、ある程度、対象とされる補助とか助成の対象とす

る事業に乗っかかったとしても、ある程度、期限が引かれますね。

ずっと何年もいけるということは無い。例えば、３年とか５年と。

よくあるのは、なかなかそういう中で、立ち上げができるけれど

も、金の切れ目が縁の切れ目で、あと続かないということが当然

想定される訳ですが。だいたいが３年から５年やね。あっても。 

議  長  事務局お願いします。 

事務局長  はい。おっしゃいますように、年限がどうしてもございますので、

特に我々が注目しておりますのは初度設備といいますか、一定、

そういったところでは一番最初にまとまった資金が必要となるの

も事実でございまして、最初に加速をつけるといいますか、初度

設備を充実させるという部分で、財団法人の助成金なりを有効活

用いたしまして、それ以降の継続的な運営資金につきましては参

加者負担であったり、社会福祉協議会が実施しております共同募

金の配分事業の中でテーマ型募金というのが昨年度から新設され

ておりまして、そのテーマ型募金を活用させていただいたりする

ことで、大きな額ではございませんが、後々の運転資金の一部補

助という部分につきましては、そういった方法で継続支援ができ

るのではないかなというふうにも考えているところでございます。 

青木透理事 ありがとうございます。 

議  長  よろしいですか。 

青木透理事 はい。 

議  長  他にご意見、ご質問ございませんか。 

よろしいでしょうか。それでは、ご意見がなければ採決したいと

思います。まず、第２号議案について、賛成の方は挙手願います。   

理  事  （全員挙手） 

議  長  全会一致により、提案どおり可決承認します。続きまして、第３

号議案について、賛成の方は挙手願います。 

理  事  （全員挙手） 

議  長  全会一致により、提案どおり可決承認します。続きまして日程番

号６。第４号議案、平成２８年度社会福祉事業拠点区分補正予算
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（第１号）についてに入らせていただきます。事務局から提案願

います。 

事務局長  はい、議長。第４号議案、平成２８年度社会福祉事業拠点区分補

正予算（第１号）について。定款第２９条に基づき、平成２８年

度社会福祉事業拠点区分の補正予算について、別紙のとおり提案

します。提案理由といたしましては５点ございます。１．福祉サ

ービス利用援助事業については、京都府社会福祉協議会からの委

託事業であることから、受託金等の勘定科目を改めたいため。２．

京都府が実施する地域包括ケア総合交付金事業において、平成２

８年度受託費が確定したため。３．平成２８年４月１日付けで、

本会職員の人事異動及び非常勤職員の採用を行ったことにより、

一部のサービス区分において、職員の人件費に変更が生じたため。

また、平成２７年度末に国家資格を取得した者がいることに伴い、

給与額に変更が生じたため。４．通所介護事業において使用して

いる洗濯機（平成１７年５月取得）１台が、経年劣化により使用

不能となり、新たに洗濯機１台を購入したいため。５．平成２７

年度収支決算額が確定したことに伴い、平成２８年度収支予算書

における前期末支払資金残高の額を改めたいためのものでござい

ます。平成２８年５月２７日提出。社会福祉法人精華町社会福祉

協議会会長 長谷川悟。それでは、第４号議案説明資料と書かれま

した２ページをご覧いただきたいと思います。いま提案理由の中

でも５点申し上げましたとおり、その５項目にわけて更に説明を

した資料でございます。まず２ページの１番。福祉サービス利用

援助事業の勘定科目でございます。平成２７年度から新会計基準

に基づいて勘定科目を設定し、会計処理しているところですが、

京都府社会福祉協議会から委託を受けて実施している福祉サービ

ス利用援助事業の予算については、受託金収入として会計処理す

ることが適切であるため、実績を勘案したうえで次のとおり勘定

科目を改めます。収入額でございますが、補正額は全体で 363 千

円となっております。以下、カッコ書きのものは勘定科目の名称

を表しております。時間の関係もございますので、補正額と摘要

のみ朗読させていただきたいと思います。（１）専門員設置費補助
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金収入。補正額、マイナス 1,374 千円。こちらは勘定科目の見直

しでございます。（２）公費負担金収入。補正額マイナス 400 千円。

（３）福祉サービス利用援助事業受託金収入。補正額、1,374 千円。

勘定科目の見直しでございます。（４）福祉サービス利用援助事業

推進費収入。補正額 134 千円。これは、科目の細分化でございま

す。（５）利用料収入。補正額 117 千円。こちらは利用者の増加に

伴う、利用料の増でございます。（６）公費負担金収入（府社協）。

補正額 482 千円。こちらは科目の細分化でございます。（７）公費

負担金収入の（町社協）でございます。３ページに移りまして、

補正額は 30 千円でございます。こちらも科目の細分化でございま

す。従来は科目が少し大括りになっておりまして、例えていいま

すと、公費負担金というところにおきましても京都府社協の公費

負担と、それから町社協から低所得者に対する助成制度を設けて

いるわけでございますが、この内訳が従前の予算書では読み取り

にくいということから、新たに科目を細分化しまして、同じ低所

得者対策の補助金であっても町社協と府社協の分を更に細分化し

てわけるというようなことで、見て資金の出どころがわかり易い

ように区分させていただきたいものでございます。次に２点目の

地域包括ケア総合交付金事業ですが、平成２８年度の京都府地域

包括ケア総合交付金事業の内容が決定したことに伴い、次のとお

り受託金収入及び事業費支出、助成金支出を追加計上します。こ

ちらにつきましては、法人運営サービス区分となっておりまして、

収入額の補正は 994千円となっております。補正額が 994千円で、

摘要といたしましては、コーディネーターの設置及び協議体運営

業務の委託業務でございますが、当初 1,000 千円で予定していた

ものが、最終、確定しましたのが 1,994 千円というものでござい

ます。対しまして支出額といたしましては、補正額 700 千円でご

ざいます。（１）が諸謝金支出でございまして、補正額 160 千円を

計上しております。こちらは、養成講座などを開催した時の講師

謝礼として考えております。（２）消耗器具備品費支出。補正額、

50 千円です。こちらも、講座開催にかかる消耗品費として考えて

おります。（３）通信運搬費支出。補正額は 30 千円でございます。
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この事業にかかる郵送料でございます。（４）広報費支出。補正額

は 60 千円でございます。養成講座等の開催を啓発するための、チ

ラシ作成費用として考えております。最後に（５）助成金支出と

いたしまして、補正額 400 千円でございます。こちらは、見守り

活動実施団体等への助成金として 400 千円を計上したいものでご

ざいます。こちらにつきましては、例年の実績を勘案して 400 千

円を提案させていただきたいものでございます。次に４ページに

移りまして、３番目の人件費等の補正でございます。職員の人事

異動並びに非常勤職員の時間給見直しに伴い、職員の人件費に変

更が生じたため、一部サービス区分の人件費支出を改めます。こ

ちらは支出額のみの補正予算でございまして、支出額は 3,702 千

円という合計額でございます。法人運営サービス区分におきまし

ては、４項目ございます。まず１番目が、職員給料支出といたし

まして補正額 169 千円。こちらは人事異動による変動でございま

す。（２）非常勤職員給与支出の補正額が、223 千円。こちらは時

間給の見直しに要する費用でございます。（３）法定福利費支出。

補正額は 54 千円。人事異動によるものでございます。（４）退職

手当積立基金預け金支出の補正額は、147 千円です。人事異動に伴

うものでございます。それから２つ目の区分でございますが、生

活福祉資金貸付事務サービス区分でございます。（１）職員給料支

出の補正額が、126 千円。こちらは、昨年度末に国家資格を取得し

た職員がおりまして、ベースアップによるものでございます。資

格取得による昇給でございます。（２）職員賞与支出ですが、補正

額 16 千円です。こちらも資格取得による昇給でございます。（３）

法定福利費支出。補正額 20 千円。こちらにつきましても、昇給に

伴う増額でございます。３点目でございますが、福祉サービス利

用援助事業サービス区分の（１）非常勤職員給与支出でございま

すが、５ページに移りたいと思います。補正額 222 千円。こちら

は利用者増加に伴う非常勤職員の増員に対応するための、人件費

の費用でございます。（２）法人運営サービス区分繰入金支出でご

ざいますが、補正額 21 千円。これは、退職積立金の計上でござい

ます。次に、訪問介護事業サービス区分で３項目ございます。（１）
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職員給料支出。補正額は 324 千円で、こちらは介護職員の処遇改

善にかかる費用でございます。（２）法定福利費支出の補正額が、

48 千円。処遇改善に伴う増額でございます。（３）法人運営サービ

ス区分繰入金支出。補正額 42 千円。こちらも、退職積立金として

計上するものでございます。次に、老人デイサービス事業サービ

ス区分でございますが、５項目ございます。（１）職員給料支出。

補正額は1,267千円です。人事異動によるものでございます。（２）

職員賞与支出。補正額は 219 千円。こちらも人事異動に伴うもの

でございます。（３）非常勤職員給与支出。補正額 350 千円。時間

給の見直しにかかる費用でございます。（４）法定福利費支出。補

正額 204 千円。人事異動に伴うものでございます。最後に（５）

法人運営サービス区分繰入金支出といたしまして、６ページに移

りまして、補正額は 250 千円。こちらも退職積立金の計上として

でございます。以上が、人件費にかかる部分でございます。次に

４点目。洗濯機の購入でございます。通所介護事業において使用

している洗濯機１台が、経年劣化により使用不能となったため、

新たに洗濯機１台を購入するための費用を追加計上したいもので

ございます。支出額は 93 千円でございまして、内訳は（１）消耗

器具備品費支出といたしまして、補正額 93 千円を計上したいもの

でございます。洗濯機１台取得にかかる費用でございます。最後

に５番目といたしまして前期末支払資金残高の補正ということで、

平成２７年度収支決算額が確定したことに伴いまして、平成２８

年度収支予算書における前期末支払資金残高の額を改めたいもの

でございます。各サービス区分ごとに補正額と補正後の予算を朗

読したいと思います。法人運営サービス区分。補正額 2,163 千円。

補正後の予算マイナス 44,942 千円。生活福祉資金貸付事務サービ

ス区分。補正額マイナス 56 千円。補正後の予算マイナス 15,595

千円。福祉サービス利用援助事業サービス区分。補正額 3 千円。

補正後の予算マイナス 24,832 千円。訪問介護事業サービス区分。

補正額 2,614 千円。補正後の予算 49,697 千円。居宅介護等事業サ

ービス区分。補正額 285 千円。補正後の予算はマイナス 128 千円。

老人デイサービス事業サービス区分。補正額は 4,428 千円。補正
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後の予算は 140,660 千円でございます。サービス区分の最後、施

設管理運営サービス区分の補正額が、1,083 千円で、補正後の予算

は 7,333 千円というものでございます。７ページ以降につきまし

ては、規程に基づきまして各様式に落し替えた補正予算書となっ

ておりまして、当然ながら数値につきましては、いま説明を申し

上げたものと同じとなっておりますので、説明のほうを省略させ

ていただきたいと思います。以上が、社会福祉事業拠点区分の補

正予算第１号として提案させていただきたいものでございますの

で、ご承認を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

議  長  ただいま第４号議案につきまして事務局から説明を受けましたが、

質問やご意見がございましたら、挙手にてお願いいたします。 

稲田理事  （挙手） 

議  長  はい、稲田理事。 

稲田理事  説明を受けました４ページの所に、資格取得による昇給。これ、

どういう資格を取った時に昇給するのか。ちょっと教えていただ

けませんか。 

議  長  事務局お願いします。 

事務局長  はい。ご質問ありがとうございます。社会福祉の分野におきまし

ては大きくわけまして、無資格というのを含めますと３段階ぐら

いの階段があるように構成されているんですけれども。最初の段

階は無資格というのがありますが、次に、任用資格といいまして

事務系であれば社会福祉主事ですとか、介護に携わる者としまし

てはホームヘルパーの１級とか２級とかいうような、国家資格で

はないものの、その業務に従事するためには最低限必要な資格と

いうものが２段階目にございまして、更に上位資格としまして国

家資格がございます。事務系で申しますと、社会福祉士という国

家資格や、介護の分野におきましては介護福祉士という資格がご

ざいまして、今回、昇給に該当しているのは社会福祉士試験に合

格した者が１名いることから、給与額で言いますと年額で 126 千

円ですので、月あたり１万円程度でございますが、ベースアップ

を提案したいというものでございます。 

議  長  よろしいでしょうか。 
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稲田理事  わかりました。 

議  長  他にご意見、ご質問ございませんか。 

      よろしいでしょうか。それでは、ご意見がなければ採決したいと

思います。第４号議案について、賛成の方は挙手願います。 

理  事  （全員挙手） 

議  長  全会一致により、提案どおり可決承認します。続きまして日程番

号７。第５号議、案平成２８年度公益事業拠点区分補正予算（第

１号）についてに入らせていただきます。事務局から提案願いま

す。 

事務局長  はい、議長。第５号議案、平成２８年度公益事業拠点区分補正予

算（第１号）について。定款第２９条に基づき、平成２８年度公

益事業拠点区分の補正予算について、別紙のとおり提案します。

提案理由といたしましては２点ございます。１．平成２８年４月

１日付けで、本会職員の人事異動等を行ったことにより、一部の

サービス区分において、職員の人件費に変更が生じたため。２．

平成２７年度収支決算額が確定したことに伴い、平成２８年度収

支予算書における前期末支払資金残高の額を改めたいためのもの

でございます。平成２８年５月２７日提出。社会福祉法人精華町

社会福祉協議会会長 長谷川悟。それでは、第５号議案説明資料と

書かれました、２ページ目の資料をご覧いただきたいと思います。

いま提案理由といたしまして２点ご説明をいたしましたが、その

１点目。人件費等の補正についてでございます。職員の人事異動

並びに非常勤職員の時間給見直しに伴い、職員の人件費に変更が

生じたため、一部サービス区分の人件費支出を改めたいと思いま

す。支出額の補正額、合計で申しますと、マイナス 1,119 千円で

ございます。１つ目は、高齢者の生活支援事業サービス区分でご

ざいます。こちら２項目ございまして、１つ目は（１）非常勤職

員給与支出といたしまして、補正額 38 千円。こちらは時間給の見

直しに伴うものでございます。（２）社会福祉事業区分繰入金支出

といたしまして、補正額 113 千円。こちらは退職積立金の計上と

してのものでございます。２つ目、居宅介護支援事業サービス区

分につきましては１点でございます。（１）社会福祉事業区分繰入
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金支出といたしまして、補正額 91 千円。退職積立金の計上にかか

る費用でございます。３点目が、地域包括支援センター事業サー

ビス区分でございます。こちらのほうは４項目ございまして、１

つ目が（１）職員給料支出といたしまして、補正額がマイナス 1,038

千円でございます。人事異動によるものでございます。（２）職員

賞与支出でございますが、補正額はマイナス 243 千円。こちらも

人事異動によるものでございます。（３）法定福利費支出。補正額

マイナス 167 千円。こちらも人事異動によるものでございます。

（４）社会福祉事業区分繰入金支出といたしまして、３ページに

移りますが、補正額は 87 千円でございまして、退職積立金として

計上したいものでございます。それから２点目の理由でございま

すが、前期末支払資金残高の補正ということで先ほどと同じでご

ざいますが、平成２７年度収支決算額が確定したことに伴いまし

て、平成２８年度収支予算書における前期末支払資金残高の額を

改めたいものでございます。３つのサービス区分それぞれに、補

正額と補正後の予算を朗読したいと思います。高齢者の生活支援

事業サービス区分。補正額 1,687 千円。補正後の予算はマイナス

5,128 千円。２つ目の居宅介護支援事業サービス区分は、補正額

1,748 千円。補正後の予算は 22,968 千円。３点目、地域包括支援

センター事業サービス区分。補正額は 856 千円。補正後の予算は、

マイナス 3,877 千円でございます。先ほどの社会福祉事業拠点区

分と同じでございますが、４ページ以降につきましては、決めら

れたフォーマットに数値を落し替えたものでございますので、当

然いま申し上げました数字と同じものでございますので、資料説

明につきましては省略をさせていただきたいと思います。以上が、

公益事業拠点区分補正予算第１号の提案でございますので、ご承

認を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

議  長  ただいま事務局から説明を受けましたが、質疑等がございました

ら、挙手にてお願いいたします。 

      ございませんか。よろしいでしょうか。それでは、ご意見がなけ

れば採決したいと思います。第５号議案について、賛成の方は挙

手願います。 
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理  事  （全員挙手） 

議  長  全会一致により、提案どおり可決承認します。続きまして日程番

号８。諸報告に入らせていただきます。事務局からご報告お願い

します。 

事務局長  はい、議長。それでは、この理事会のお時間を少しお借りいたし

まして、事務局から数点、役員の皆さま方にご報告を申し上げた

いと思います。本日お手元に４種類ほど資料を置かせていただい

ておりましたが、まず１点目に、上に写の印鑑が押されました、

社会福祉法等の一部を改正する法律の施行について（通知）と書

かれました、厚生労働省が発出した文書。こちらについて、ご報

告をさせていただきたいと思います。まず、本文のところにもご

ざいますが、社会福祉法等の一部を改正する法律につきましては、

平成２７年４月３日に第１８９回通常国会へ法案が提出されてい

たところでございますが、今年の３月３１日付で法律が成立いた

しまして即日公布されたところでございます。内容につきまして

は、社会福祉法人ということでございますので当然、影響が一部

出てくる訳でございますが、その部分につきまして、現在知り得

る範囲で役員の皆さま方にご説明をさせていただきたいと思いま

す。１枚お開きいただきまして、２ページに、記と書かれた所が

ございますが、この、記以下が該当する部分でございます。まず

第一、改正法関係といたしまして、１番の改正の趣旨という所を

朗読させていただきます。福祉サービスの供給体制の整備及び充

実を図るため、社会福祉法人の経営組織の見直し、事業運営の透

明性の向上及び財務規律の強化、介護人材の確保を推進するため

の取組の拡充、社会福祉施設職員等退職手当共済制度の見直し等

の措置を講ずること。が、法改正の趣旨とされています。それか

ら、以下につきましては具体的に検討される部分でございますが、

２番の社会福祉法の一部改正という所の、取り分け本会に直接影

響を及ぼす部分につきましては、漢数字の一から四番まで。まず

一番の、社会福祉法人が福祉サービスを提供するに当たっての責

務の創設という所。こちらのほうが今後、当社協に影響を及ぼし

てくるものというふうに考えておりますが、朗読します。社会福
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祉法人は、社会福祉事業及び公益事業を行うに当たっては、日常 

生活又は社会生活上の支援を必要とする者に対して、無料又は低

額な料金で、福祉サービスを積極的に提供するよう努めなければ

ならないものとすること。と書かれております。具体的な標記は

今後、政省令などで通知がされることというふうに認識をしてお

りますが、今回、法改正の趣旨の中にこういった責務が１つ加え

られたということをご報告させていただきたいと思います。次に

２点目でございますが、社会福祉法人の経営組織の見直しについ

てでございます。（１）評議員、理事、監事及び会計監査人の資格、

職務及び責任並びに評議員、評議員会、理事、理事会、監事及び

会計監査人の権限に関する規定の整備を行うこと。（２）社会福祉

法人は評議員会を置かなければならないものとし、評議員会にお

いて、理事、監事及び会計監査人の選任等の重要事項の決議を行

うものとすること。（３）一定規模以上の社会福祉法人は、会計監

査人を置かなければならないものとすること。（４）清算に関する

規定の整備を行うこと。（５）合併に関する規定の整備を行うこと。

（６）その他所要の規定の整備を行うこと。３ページに移りまし

て、漢数字の三番です。社会福祉法人の事業運営の透明性の向上

についてでございます。（１）定款、計算書類、事業の概要を記載

した書類等の備置き及び国民一般に対する閲覧等に係る規定を整

備すること。（２）社会福祉法人は、定款、計算書類、事業の概要

を記載した書類等を公表しなければならないものとすること。

（３）その他所要の規定の整備を行うこと。漢数字の四。社会福

祉法人の財務規律の強化。こちら、７項目挙げられております。

（１）社会福祉法人は、理事、監事、評議員、職員等の関係者に

対し特別の利益を与えてはならないものとすること。（２）社会福

祉法人は、理事、監事及び評議員に対する報酬等の支給の基準を

定め、公表しなければならないものとすること。（３）毎会計年度、

純資産の額が事業の継続に必要な額を超える社会福祉法人につい

て、既存の社会福祉事業若しくは公益事業の充実又は新規の社会

福祉事業若しくは公益事業の実施に関する計画（以下「社会福祉

充実計画」という。）を作成し、所轄庁の承認を受けなければなら
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ないものとすること。（４）社会福祉法人は、社会福祉充実計画の

作成に当たっては、次に掲げる事業の順に検討し、記載しなけれ

ばならないものとすること。ア、社会福祉事業又は公益事業。イ、

公益事業。ウ、その他の公益事業。（５）社会福祉法人は、社会福

祉充実計画の作成に当たっては、公認会計士、 税理士等の財務に

関する専門的な知識経験を有する者の意見を聴かなければならな

いものとすること。（６）社会福祉法人は、地域公益事業を行う社

会福祉充実計画の作成に当たっては、事業区域の住民その他の関

係者の意見を聴かなければならないものとすること。（７）その他

所要の規定の整備を行うこと。以上が、漢数字の一から四という

ことになっておりまして、今後、具体的なものが出てきた時には

随時、精華町社協として定款変更であったり規則改正など、対応

していかなければならない、その関連深い部分かというふうに考

えております。漢数字の五以降につきましては、直接的な影響は

無いのではないかと考えているところでございますが、特に今年

度につきましては法改正がされた年ということでもございますの

で、今後の理事会におきまして、いろいろと役員の皆さま方にご

提案や、また、ご協議をお願いすることが多々出てくるのではな

いかというふうに考えているところでございます。現在のところ

は、まだ政省令なども出されておりませんので、出てきた際に順

次検討をさせていただきたいということで、今回につきましては

この通知の報告に留めさせていただきたいと思っております。以

上が１点目でございます。２点目は、入札結果についてのご報告

でございます。１枚物の資料でご用意させていただいております。

件名につきましては、平成２８年度せいか社協だより制作業務で

ございます。執行日は、平成２８年４月１８日月曜日、午前１０

時７分でした。契約金額につきましては、1回あたり 244,645 円と

いうことで、年４回の発行を予定しておりますので、年間の合計

額といたしましては 978,580 円という結果でございました。契約

の相手方でございますが、株式会社大円でございます。６番につ

きましては入札経過ということで、記載のとおりでございますの

で、ご確認いただきたいと思っております。７番につきましては
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予定価格。８番につきましては最低制限価格ということでござい

ますので、ご確認いただければと思っております。次に３点目で

ございますが、カラー刷りの１枚物の資料。精華町ファミリー・

サポート・センター援助会員募集のチラシでございます。現在、

精華町並びに精華町社協におきましては、今年の４月から、精華

町からファミリー・サポート・センターの事業委託を受けており

まして、現段階での予定では７月、夏休みが始まる頃までには、

この精華町ファミリー・サポート・センターを社協の中に立ち上

げたいということで今、調整をさせていただいているところでご

ざいますが、この事業開始に先駆けまして、担い手であります援

助会員を先行して募集しているところでございまして、既に一週

間前の金曜日には、各戸配布で町内にこのチラシと同じ物を配布

させていただいているところでございますが、現在、重点的にこ

の援助会員を募集させていただいているところでございますので、

役員の皆さま方にご報告をさせていただきます。ちなみに、裏面

には援助会員養成講座のお知らせといたしまして、この講座の内

容を記載させていただいております。１０日間に渡りまして、合

計２４時間の研修といいますか、養成講座プログラムとなってご

ざいます。もし、ご親戚やお近くの方で、こういった子育て支援

活動に関心のある方がいらっしゃいましたら、是非とも、援助会

員としてご登録いただけるようお誘いいただければ幸いでござい

ます。それから４点目でございますが、本日、Ａ３サイズの資料

をご用意させていただきましたが、タイトルが平成２８年度、今

年度の重点事業計画と書かれた資料でございます。３月の理事会

でもご承認をいただきましたように、今年度は５つの事業を重点

事業として定めております。その重点事業の目標の数値であった

り、また具体的な推進計画を表したもの。概要をご用意させてい

ただきましたので、こちらにつきましては、所どころ掻い摘んで

ご説明をさせていただきたいと思っております。まず１つ目は、

ふれあいサポート事業でございます。前年度に引き続いて重点事

業にさせていただいておりまして、目標といたしましては支援体

制の強化を掲げております。協力会員４０名体制を構築したいと
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思っております。それから、その右側の欄、具体的計画の中の②

に書かせていただいておりますが、提供日時の検討ということで、

協力会員を募集をする訳でございますが、ある程度、支援体制が

整った後にはですね。提供日時を拡大したいというふうにも考え

ております。サービスの利用者であったり、またケアマネジャー

や地域包括支援センターなどを対象といたしまして、早朝や夜間、

休日の利用ニーズを調査したうえで、必要に応じて現在のサービ

ス提供日時を見直したいというふうに考えております。２点目は、

小地域福祉委員会活動支援についてでございます。目標につきま

しては活動の拡充といたしまして、モデル地区が町内１８か所ご

ざいますが、３か所増加できるように働きかけをしたいと考えて

おります。目標数値として２１か所を掲げております。３点目で

ございますが、訪問介護事業でございます。こちらのほうは啓発

の強化ということで、１か月の、のべ利用回数を目標８５０回に

設定しております。それから、４番目の通所介護事業、５番目の

認知症対応型通所介護事業についても、稼働率向上ということで

同じでございますが、目標数値といたしまして、４番目の通所介

護事業は稼働率８０％を目標に設定したいと思っております。５

番目の認知症対応型通所介護事業については、稼働率６５％を目

標にしたいというふうに考えております。こちらにつきましても

また、具体的な推進方法等につきまして、役員の皆さま方からご

助言などをいただきながら進めていきたいというふうに思ってお

りますので、ご意見を賜れればと考えております。最後に、資料

が無くて誠に恐縮でございますが、口頭報告となりますが、熊本

県並びに大分県震災に関連します支援活動について、ご報告をさ

せていただきたいと思っております。まず１つ目でございますが、

理事の皆さま方には告知をさせていただいたかと思いますが、４

月２３日土曜日に、町内の商業施設に、関係団体の皆さま方と協

力しまして義援金募集のための街頭募金をさせていただきました。

その報告でございますが、当日の募金額は 232,938 円という結果

でございましたので、こちらホームページではご報告を申し上げ

ておりますが、改めて理事会でもご報告をさせていただきたいと
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思います。関連して２つ目でございますが、市町村社会福祉協議

会におきましては、災害時相互支援協定というものを締結してお

りまして、冒頭、会長のご挨拶の中にもございましたように今年

５月５日から５月１０日までの６日間、熊本県の西原村社協に、

今回、職員１名を派遣しましたのでご報告を申し上げます。義援

金の募集といたしましては引き続き、公共施設、また福祉施設等

に募金箱を置かせていただいておりますので、こちら現在、通知

をいただいておりますのは６月末まで募集するということで聞い

ておりますので、６月末までの間、同様に取り組みを推進させて

いただきたいと思いますので、役員の皆さま方にもいま一度、ご

協力をお願い申し上げたいと思います。事務局からの諸報告は以

上でございます。 

議  長  ありがとうございました。それでは、本日の案件は以上のとおり

ですが、全般的なところで理事、監事の皆さま方から何かご意見

はございませんでしょうか。 

中西理事  （挙手） 

議  長  どうぞ。 

中西理事  理事の中西です。この前の理事会で、これ貰ったと思うんですけ

ど。役員会等の予定についてという、１つの表になったやつです。

その中で、７月１日。これ金曜日と入って、会員募集街頭啓発。

社会福祉協議会理事と、こう入ってるんですけど。これまた、街

頭啓発ですので外でやると思うんですけど。これはまた、案内く

れはんねね。それと、もう１つ。７月１日と、これはもう決定で

すか。それとも、一番下には変更する場合もあると、こう書いて

るんですけどね。一応、７月１日と日が入ってますので、もう決

定かそれともまた変更するのか。それと、案内状。また出すいう

ことですか。ちょっとお尋ねしたいです。以上です。 

議  長  事務局お願いします。 

事務局長  はい、ありがとうございます。こちらのほうは毎年、社協会員増

強月間というのを定めておりまして、例年７月、１か月を強化月

間に設定しております。その初日にあたります７月１日に、慣例

的に商業施設などに立って、ティッシュ配りといいますか街頭啓
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発をさせていただく訳ですけれども。今年につきましても例年ど

おり、７月１日に実施をさせていただきたいというふうに思って

おります。商業施設のほうの許可などを得る手続きが必要となり

ますので、正式な通知につきましてはもう少し後になるかと思い

ますが、６月の上旬には、役員の皆さま方に文書で以ってご依頼

させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

議  長  よろしいですか。 

中西理事  わかりました。 

議  長  他にご意見、ご質問ございませんでしょうか。 

      よろしいですか。それでは、以上をもちまして議長を降壇させて

いただきます。ご協力ありがとうございました。 

 

以上、本理事会の案件は全て終了したので、午後３時０５分散会した。 

上記の決議を証するため、本議事録を作成し、議長及び議事録署名人におい

て次に記名押印する。 

 

平成２８年５月２７日 

      社会福祉法人精華町社会福祉協議会 

平成２８年度第１回理事会において 

 

議 長              印 

署名人              印 

署名人              印 


